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図 3　VAT による変化（横軸：VAT の値、縦軸：歪み率） 図 6　BR による変化（横軸：BR の値、縦軸：歪み率）
図 7　ST による変化（横軸：ST の値、縦軸：歪み率）図 4　TE による変化（横軸：TE の値、縦軸：歪み率）
図 5　BW による変化（横軸：BW の値、縦軸：歪み率） 図 8　VAT による変化－位相方向（横軸：VAT の値、縦
軸：歪み率）
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図 9　VAT による変化－周波数方向（横軸：VAT の値、
縦軸：歪み率）
Ⅴ　考察
メタルアーチファクトの軽減方法は、TSE法を
使用し、TEを短縮する、受信バンド幅を広げる、
空間分解能をあげる、スライス厚を薄くすると言
われている。しかしアーチファクト低減による
シーケンスパラメーターの設定はS/N劣化、撮像
時間の延長を伴う要因である。すべてのパラメー
ターをアーチファクト低減に使用することは画像
劣化を伴うため適切なパラメーターを選択する必
要がある。今回の実験からTEの短縮やスライス
厚の低減では有効なメタルアーチファクトの軽減
は期待できなかった。TEの変更であまり効果が
得られなかった原因として、WARPではTSEを
用いることが必要であり、実効TEであったため
と考えられる。それら以外のVATの増加、バン
ド幅の拡大、空間分解能の向上がメタルアーチ
ファクトの軽減に有効であることが確認できたた
め、VATの変化に対する２つのパラメーターの
設定を行った。
実験結果より、VATの値が高値なほど歪み率、
高信号アーチファクト共に減少した。しかし値を
大きくするほど周波数方向へのボケが目立つこ
とから、他のパラメーターも同時に変化させる
必要があった。VATを用いることによるボケは、
VATの値を大きくするほどスライス方向へのエ
ンコードの角度が大きくなるため、読み取りにボ
ケが生じると考えられた。今回の実験においては
体内金属の長軸と周波数方向を平行に設定し、バ
ンド幅500 Hz/pixel、空間分解能448×448の場合、
チタンにおいてのVATの値は60%程度で十分だ
と考えられた。コバルトクロム、ステンレスに関
しては100%に設定する必要があると思われた。
一般的にメタルアーチファクトは周波数方向に
出やすいと言われており、実験においても周波数
方向にアーチファクトが際立って出現した。よっ
てアーチファクトの軽減を考える場合最適なパラ
メーターを選択するよりも、まずは観察部位に
アーチファクトがかからないように適切なエン
コード方向を考える必要がある。
Ⅵ　結語
今回の実験により、受信バンド幅、空間分解能
の変更に関しては大きくメタルアーチファクト低
減に効果があり、TE、スライス厚変更に関して
はほとんど効果が無いことが分かった。
syngo WARP（VAT）の使用はメタルアーチ
ファクト低減に効果があり、特に高信号アーチ
ファクト低減に効果を発揮したが、VATを高値
にするほど周波数方向へのボケが目立った。
メタルアーチファクト低減効果のあるパラメー
ターを使用・変更することは画像劣化を伴うため、
各パラメーターを組み合わせて少しでも画像劣化
を防ぐ必要がある。
実臨床での最適パラメーターの設定が今後の課
題となった。
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